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〇
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
過
去
最
大
の
市
税
収
入
は
、
将
来
の
税
収
増
に
つ
な
げ
る
た
め
に

市
が
推
進
し
て
き
た
施
策
の
実
り
を
実
感
す
る
も
の
で
す
。
▽
経
常

収
支
比
率
は
、
市
税
な
ど
の
経
常
的
な
収
入
増
の
一
方
で
、
扶
助

費
な
ど
の
経
常
的
な
支
出
増
に
よ
り
、
前
年
度
比
１
・
３
㌽
増
の 

93
・
９
％
と
依
然
高
水
準
で
す
の
で
、
事
業
の
効
率
化
や
見
直
し
は

不
可
欠
で
す
。
▽
市
債
の
市
民
一
人
当
た
り
の
残
高
は
、
政
令
市
を

除
く
県
内
16
市
の
中
で
最
少
を
堅
持
す
る
見
込
み
と
の
こ
と
で
す
。

借
金
で
あ
る
市
債
は
慎
重
な
取
り
扱
い
を
求
め
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
打
撃
に
よ
り
、
今
後
の
財
源
確
保
は
困
難
が

予
測
さ
れ
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
に
は
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
手
段
だ

と
認
識
し
ま
す
。
▽
台
風
の
影
響
で
災
害
復
旧
費
が
伸
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
で
最
小
限
の
被
害
で
収
ま
っ

た
こ
と
は
、
市
の
危
機
管
理
能
力
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
し
た
。
▽

鉄
道
で
分
断
さ
れ
た
地
域
に
向
け
た
消
防
力
を
強
化
す
る
（
仮
称
）

消
防
署
西
分
署
の
整
備
は
、
そ
の
後
に
続
く
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
計

画
な
ど
を
鑑
み
る
と
改
め
て
必
要
な
事
業
で
し

た
。
▽
南
部
地
区
で
の
駅
な
ど
を
結
ぶ
実
証
運

行
は
、
交
通
弱
者
へ
の
移
動
支
援
策
と
し
て
の

発
展
を
期
待
し
ま
す
。
▽
海
老
名
駅
の
北
口
改

札
設
置
を
含
む
整
備
に
つ
い
て
は
、
出
口
名
称

の
工
夫
な
ど
で
相
模
国
分
寺
跡
と
の
連
続
性
を

持
た
せ
る
な
ど
、
供
用
開
始
に
向
け
て
着
実
に

進
め
て
く
だ
さ
い
。
▽
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
向
上
し
た
こ
と
も
、
高
く
評
価
し
ま
す
。

公
明
党

賛成

〇
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
歳
入
で
は
、
海
老
名
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
の
完
成
に
象
徴

さ
れ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
投
資

決算に対する討論の概要
　令和元年度決算（一般会計、３特別会計および公共下水道事業）に対し、６名の議員が各会派を代表
して討論を行いました。その概要は次のとおりです。

（金額の単位は円）
会　計　名 歳入決算額 対前年度伸率 歳出決算額 対前年度伸率 歳入歳出差引額

　一 般 会 計 46,824,789,292 　 7.5％ 45,486,863,974 　 7.9％ 1,337,925,318
　特 別 会 計 22,373,994,576 　14.0％ 21,507,721,853 　10.1％ 866,272,723

国 民 健康保険事業 12,173,956,967 △ 1.4％ 12,124,242,302 △ 1.0％ 49,714,665
介 護 保 険 事 業 8,485,344,339 　 9.4％ 7,711,837,966 　 5.8％ 773,506,373
後期高齢者医療事業 1,714,693,270 　 6.0％ 1,671,641,585 　 5.3％ 43,051,685

　企 業 会 計
4,075,984,218 △ 8.6％ 4,683,991,866 △ 4.5％ △ 608,007,648公 共 下 水 道 事 業

合　　　計 73,274,768,086 　12.9％ 71,678,577,693 　13.5％ 1,596,190,393

政
進
会

賛成

が
実
を
結
び
、
個
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
と
も
に
着
実
な
増
加
を

み
せ
、
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
▽
持
続
的
な
都
市
経
営
に
対
す

る
健
全
性
を
表
す
と
と
も
に
、
人
口
増
に
対
す
る
新
た
な
取
り
組
み

の
余
地
も
考
え
ら
れ
る
状
況
と
捉
え
ま
す
。
▽
歳
出
で
は
、
今
後
の

都
市
基
盤
整
備
に
向
け
た
厚
木
駅
南
地
区
市
街
地
再
開
発
の
推
進
、

相
鉄
海
老
名
駅
駅
舎
お
よ
び
北
口
駅
前
広
場
の
整
備
、
消
費
税
増
税

に
よ
る
打
撃
を
受
け
た
市
内
経
済
活
性
化
に
向
け
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
、
若
者
定
住
促
進
事
業
の
継
続
な
ど
、
活
力
あ
る
将

来
に
向
け
た
政
策
を
実
行
し
ま
し
た
。
▽
（
仮
称
）
消
防
署
西
分
署

の
整
備
や
40
ｍ
級
は
し
ご
車
の
更
新
、
大
型
エ
ア
ー
テ
ン
ト
の
導
入

な
ど
、
防
災
対
策
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
▽
資
源
化
セ
ン
タ
ー

の
大
規
模
改
修
工
事
、
家
庭
系
ご
み
の
一
部
有
料
化
お
よ
び
戸
別
収

集
導
入
に
よ
る
ご
み
減
量
化
の
推
進
を
実
行
し
、
将
来
的
な
課
題
で

あ
る
ご
み
行
政
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
対
策
が
打
た
れ
ま
し
た
。
▽

小
中
学
校
の
修
学
旅
行
補
助
、
親
と
子
の
相
談
支
援
事
業
の
創
設
や

子
ど
も
の
健
康
管
理
情
報
の
一
元
化
な
ど
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
支
援

策
も
充
実
さ
れ
ま
し
た
。
▽
将
来
を
見
据

え
た
多
く
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
今
後

の
本
市
の
発
展
と
市
民
生
活
の
更
な
る
充

実
に
向
け
た
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
評
価

す
る
と
と
も
に
、
迅
速
に
課
題
に
対
処
さ

れ
た
こ
と
も
高
く
評
価
し
ま
す
。

志
政
会

賛成

〇
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
市
税
収
入
や
国
県
支
出
金
が
増
額
し
、
普
通
建
設
事
業
費
の
国
庫

補
助
金
な
ど
も
積
極
的
に
獲
得
し
て
い
る
姿
勢
が
よ
く
見
て
取
れ
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
も
約
１
億
８
千
万
円
と
初
め
て
の
プ
ラ
ス
と
な

り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
財
源
の
確
保
の
検
討
を
望
み
ま
す
。
▽
歳

出
で
は
市
民
１
人
当
た
り
の
義
務
的
経
費
が
、
県
内
で
一
番
低
い
金

額
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
伸
び
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
▽
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
事
業
は
、
さ
ら

に
一
歩
進
ん
だ
海
老
名
市
版
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
事
業
が
普
及
し
た

※
４
面
に
続
き
ま
す
。

（仮称）消防署西分署完成イメージ図

大型エアーテント


